
放送大学には
様々な活用方法
があります！

■教養教育科目・外国語科目等の拡充として

■学芸員、認定心理士、公認心理師等の資格取得のために

■通学に困難な事情がある学生や再履修学生の選択科目として

〇心理学から自然科学、歴史や政治経済まで選べる約300科目

〇「食と健康（’24）」「はじめての気象学（’21）」
「初歩からの宇宙の科学（’17）」など、質の高い魅力的な科目が充実

〇英語だけでなく、韓国語や中国語、ドイツ語、フランス語、ロシア語も学べ
ます

〇放送大学の単位は、学芸員や認定心理士、公認心理師をはじめ、様々
な資格取得に活用できます

〇授業は「BS放送」と「インターネット」で学べ、放送授業は好きな時間にイ
ンターネットで視聴できるので、いつでもどこでも自分のペースで学べます

〇様々な事情により通学が困難な学生や、キャンパス移動等によって再履修
が難しい学生への選択科目として活用できます

■授業料は1単位あたり6,000円

〇放送授業は1科目（2単位）12,000円（テキスト費込み）、オンラ
イン授業は1単位科目6,000円、2単位科目12,000円（いずれもテキ
ストなし）

〇現在、利用大学のニーズに即した新たな契約方法（定額制など）を
検討しています。まとまった人数でのご利用を検討いただける場合はご意
見をお寄せください

■オンデマンドの公開講座もあります

〇「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」が策定したモ
デルカリキュラムに準拠し、基礎・導入から専門的な内容にも対応した
「数理・データサイエンス・AI講座」も開講しています

〇修了者には認証状とデジタルバッジを発行します

〔単位互換協定による利用イメージ〕

放送大学イメージキャラクター "まなぴー"

放送大学学務部 連携教育課
電話：043-298-4518 メール：renkei@ouj.ac.jp

学長・教育担当理事・副学長のみなさまへ

■放送大学との連携に関するお問合せ
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https://www.nhk-ep.co.jp/daigakutv/

NＨＫ番組を活用した新たな教育サポート制度の提案
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NHK番組を活用した

新たな教育サポート制度とは

NHK番組をオンライン授業で利用できるよう、公衆送信に必要な権利処理を行い、


配信システムと併せて導入いただけます。

コロナ禍にあった2020年度から始まったサービスですが、


講義以外の「アクティブな学び」、学生の主体的な自主学習にも活用でき、


ポスト・コロナ時代に「ICTを活用した大学教育の質の向上」


「学生の学ぶ意欲の喚起」を同時に実現するシステムです。

いつでもどこでもスマホやタブレットで視聴でき、


検索が容易で、デジタル・ネイティブの現代の


学生に受け入れやすいシステムです。

偽情報・誤情報が蔓延する昨今、信頼性の高い


良質なNHKドキュメンタリーを教材とすることで、


メディア・リテラシーの向上や


正しい情報の共有に役立ちます。

学生と教員に限定してNHK番組を配信し、

授業の過程や自主学習で利用することのできる

新しい教育サポート制度です。
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特徴1 学びの広がり　～質の高い番組を簡単に検索再生～
資料的価値の高い映像の数々で激動の20世紀を蘇らせた「NHKスペシャル 映像の世紀」、日本の高
度成長期を支えた人々の記録として人気を博した「プロジェクトX　挑戦者たち」、難解な作品も丁
寧な解説で読み解き、作家と作品への理解を促す「100分de名著」など、

幅広いジャンルから211番組をラインナップしました。基礎教養の習得にも役立ちます。

特徴2 オンライン授業に必要な著作権処理済みのコンテンツ
安心してオンライン授業（同時・異時ともに）にも対面授業にもご利用いただくことができます。

著作権者への利用申請・支払い等、利用に際しての諸手続きは必要ありません。

特徴3 マルチデバイスでいつでも視聴可能な配信システム
PC、タブレット端末、スマートフォンなどマルチデバイスでストリーミング視聴が可能。

オンデマンド視聴ができ、対面授業の予習や課題の提出にも利用できます。  

特徴4 システムの開発・運用・保守はNEPで
認証は「学術認証フェデレーション」を利用し、個人情報やコンテンツの漏洩などのリスクを軽減で
きます。

4つの特徴
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NHKスペシャル　新・映像の世紀

© ️a&o buero 2018

BS 世界のドキュメンタリー

シリーズ　欲望の経済史 ジオ・ジャパン 100分 de 名著

シリーズ　人体 NHKスペシャル　巨大災害 ＮＨＫスペシャル　病の起源

ライブラリー

主な番組

ラインアップ
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インターフェース

使いやすい （ユーザーインターフェース）UI

パソコン

57%
スマートフォン

42%

タブレット 1%視聴端末

動画プレイヤーの充実機能
再生ボタン 10 秒の早送り・巻き戻し 音量調節

通信環境に応じて自動で動画の画質を最適化 倍速再生
（0.5、1.0、1.5、2.0倍速が選択可能）

全画面表示 タイムシークバーで簡単に目的のシーンへ

番組個別ページ

ご利用頂いている大学では、

4割以上がスマホでの視聴です。

深夜や通学時間帯に自習として

よく見られているようです。
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利用例

著作権法等の法令を遵守してもらえば、授業の教材、教育・研究を目的として自由にお使いいただけます。

例えば...
学︎生の予習　　授業での活用　　改めての復習
視聴した感想を書く課題や、あらかじめ出した問題に

視聴後答えさせる課題
視︎聴させてのディスカッション
番組全部を視聴させることも、部分的に教材として

使用することも可能

実際の利用例（利用者へのヒアリングから）
一般教養課程
国内外の様々な分野のドキュメンタリー番組を見て、視野を広めてもらう。
映像のインパクトで、歴史的な出来事や世界情勢を身近なこととして感じてもらえる。
中学生・高校生レベルの知識で分かる番組と、講師による高度な授業を組み合わせている。

ゼミ・専門課程
経済の授業で、日本の高度経済成長期や、世界の近代経済史を取り上げた番組を学生に視聴して
もらい、コメントを書かせた。映像の力で理解が深まった。
外国人労働問題のゼミで、移民、難民問題の歴史への理解が不可欠であり、関連する番組を事前
に視聴してディスカッションを行った。

電車やバスの移動時間でも見ることができ、学生からは好評だった。

キャリア教育
就職対策に社会常識を身に着けてもらうために活用している。
最近の学生は新聞を読まなくなっている。

社会情勢の番組を見て、世の中を知ってもらうことから始めている。
業界を知るために、様々な業界を取り上げた番組を視聴してもらっている。

若い世代には映像はすっと入ってくる教材だ。

※東海大学で行なわれた配信動画を使った授業

※リアル授業

※オンライン授業
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ご利用料金

例）学生数5,000人の大学（初年度）：

※ただし学生数300人未満で加入をご検討の際は、別途ご相談させてください。
700円 × 5,000人 + 30万円 ＝ 400万円（消費税抜き）

詳しくはホームページをご覧ください https://www.nhk-ep.co.jp/daigakutv/
お問い合わせはこちら ml-daigakutv-nep@nhk-ep.co.jp

学生一人当たり

円700 学生数年額

万円30導入基本料金
※学生数に関わらず ※契約事務手数料、音楽著作権、サーバー加入経費など含む

1年契約以上＝複数年度の縛りなし
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